
令和4年2月4日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：学期に３回（年間９回）以上行った。

３：学期に２回（年間６回）以上行った。

２：学期に1回（年間３回）以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「意識して職務を遂行した」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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【取組】
〇「早寝早起き朝ごはん」月間ではチェックカー
ドを用いて児童や家庭に呼び掛けたり、保健だ
よりや昼の放送（電子黒板での保健指導）で児
童に啓発したりした。
〇歯の健康や感染症予防の手洗いなどについ
て健康委員会の児童がクイズやポスター、動画
を作成し、全校児童に啓発する活動も行った。
〇栄養士によるパクパクだよりや食育掲示板の
活用、食育だよりの配布、ホームページでの給
食献立の紹介などを行った。
【改善策】
●保護者会の際にも保健給食について触れ、よ
り一層の保護者の理解と協力を依頼する。ま
た、今年度以上に学校ホームページを活用して
啓発活動をする。

0

保護者アンケートで「学
習がわかり基礎的な学
力が身に付いている」と
回答した割合

全校平均　９７％
（回収率　９０％）

児童アンケートで「運動
することや外で遊ぶこと
が楽しい」と回答した児
童の割合

全校平均　８６％

Ａ

0

校内研究に関する児童
アンケートで「書くことが
楽しい」等と回答した児
童の割合

全校平均　７６．９%
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８５％
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保護者アンケートによる
１２項目の肯定評価の平
均値

全校平均　９６．９％
（回収率　９０％）

目標に対する成果指標
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学校関係者記入欄
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令和３年度　大田区立東蒲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

〇 本校の規模　全8学級　児童数２２１名〈４月１日現在)　教員数１８名
〇 教育目標　　友達を大切にする子ども　　運動で体をきたえる子ども　　本気で学ぶ子ども　　よく聞き話せる子ども
〇 校内研究　研究主題　自分の考えを書くことで伝えられる子ども　～国語科の学習を通して～

児童アンケートで「友だ
ちと仲良くしている」と答
えた児童の割合

全校平均　９６％

7

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。
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ン
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学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。
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プ
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ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【取組】
○「人の話をよく聞いて、自分の思いを上手に伝
えている」に対する否定評価は低学年１１％・高
学年１２％であり、他の評価項目と比較して高い
傾向が見られる。
【改善策】
●聞く力や伝える力を身に付けるための学習活
動を今後も意識的に取り組んでいく。
【取組】
○年度初めに教育目標・学校経営方針・学校評
価などの基本情報を掲載した。また、定期的に
子どもの様子などをホームページや学びポケッ
トを活用して情報発信をした。
【改善策】
●ＨP担当が分担して、子供たちの様子を発信
する頻度を増やす。
【取組】
○近隣工場の協力を得て、世界に誇れる大田
区の技術を学び、紹介することができた。
【改善策】
●ものづくりに関わる近隣工場との連携を深
め、組織として計画的に進める。

・学校近隣に工場が多いので、このような機会が
増えることを望む。
・校区内に技術を持った町工場が点在している
ので、とてもよい学習環境に恵まれていますね。
・ものづくりに興味、関心をもてるようにしてほし
い。
・地域の人間として東蒲小の取組方針はよく伝
わっている。子供たちもあいさつ等で地域との関
わりを理解しているように思える。
・普段から先生方とやり取りをさせていただき、
学校の様子がよく伝わり、とても感謝している。
・行事等での家庭との連携など、今後も積極的に
お願いします。
・いろいろな資源があると思います。上手に活用
していただき、指導に役立てていただきたい。安
心して見ていられる学校でありますが、感染症へ
の対応を引き続き宜しくお願いします。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。
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３：
８５％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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７５％
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Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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クロームブックを授業、家庭で活用し、基礎基
本の定着を図る。

１：
６５％
未満

4

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

ＳＤＧｓの取組等を通して、世界中の全ての
人々が幸せになるために課題を見つけ、自ら
解決しようとする意識を高める。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

教職員のライフワークバランスを推進するとと
もに、服務の厳正に対する意識を高める。

3

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

感染症予防のために、「手洗い、うがい」の励
行とともに、三密を避ける工夫、人と人との関
わり方の指導等を行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・授業を拝見したが「書く」能力が高いと感じた。
・学力が全員上がることは難しいと思うが、伸び
悩む子にしっかりサポートしてほしい。
・児童全体の書く力の高さが見て取れる。研究発
表内容はとても素晴らしいものだった。
・学童の学習の時間に、丁寧に漢字の宿題に取
り組んでいる児童の姿が見られる。
・掲示することによって書くことの喜びを感じるこ
とができた。
・クロームブックのみならず、書くことへの大切さ
を再認識されたい。

【取組】
○算数では、各単元ごとに学習内容の確かめと
して「タブレットドリル」に取り組ませ、個々に振り
返りの時間を設定して課題点を捉えることがで
きた。
【改善策】
●「ステップ学習チェックシート」をさらに有効活
用し、個々に把握した課題となる単元の類似問
題に取り組んだり、反復練習を進めたりすること
で確かな学力へと繋げていく。
【取組】
○校内研究では国語科『書くことで伝える』を中
心に、全クラスで研究授業に取り組んだ。また、
語彙を豊かにしたり文章の書き方を身に付けた
りするための言語活動の充実に取り組んだ。
【改善策】
●クロームブックの「ＭＩＭ」を使用することで、言
語に関する学習への意欲を高めたり、基礎基本
を身に付けたりする。
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１：
７０％
未満

・休み時間の様子を拝見したが仲良く遊んでい
た。
・いじめは、いじめた側が１００％悪い、ということ
をしっかりといじめた側に認識させてください。
・いじめ・不登校は難しいが大切な問題なので、
なくなるようにサポートしてほしい。
・いじめについて、月１回の対策会議を開いてい
る。子供たちも放課後仲良く遊んでいるが、引き
続き対応していただきたい。
・気になる児童に関しては、先生方と共有させて
いただいている。
・子供たちがとても仲良く生活している様子が地
域でも理解できる。教員室のまとまりが良好と評
価できる。

・運動は好きだが、家庭での食育の必要性を感
じる。若干ひ弱さを見る。
・食べることの大切さを伝えられるよう、また保護
者にも理解してほしい。
・すべての人間がスポーツや運動が好きであるこ
とはないと思うが、そんな子供でも苦しむことなく
運動習慣を定着させてほしい。
・給食を楽しみにしている児童が多く、子供自身
が美味しいと思ったものを教えてくれる。外遊び
が好きな児童が多くいる。
・子供たちにとっての食育はとても必要なので続
けてほしいです。
・子供たち男女が共に交流しながら良く声が出て
遊んでいる。とても健康的である。

・ICTの活用が児童の理解につながっていると思
う。
・デジタル格差を作らない努力を引き続きお願い
します。
・定期的に学校公開を行い、学校としても指導力
向上に取り組んでいる。
・学校公開が実施され、子供の授業を受けてい
る姿を見られてよかったと保護者の方からお話
があった。
・保護者アンケートでの高評価が毎回見られるこ
とを高く評価する。本校の教育活動がよく理解さ
れていると考える。

4

3

3

4

4

4

4

4

4

【取組】
○小中一貫教育の日を設定して、東蒲中学校、
南蒲小学校と合同で授業観察を行い、学習面、
生活面の情報交換を行うことで系統性をもった
指導の実現に努めることができた。
【改善策】
●教科分科会を細分化することで、より専門的
で具体的な話し合い、情報交換を行う。
【取組】
○学校生活調査の結果を基に聞き取りをして、
個々の児童が抱えるストレスを解決できるように
指導・助言をした。
【改善策】
●面談実施後も該当児童の様子を継続してみ
ていく。また、結果を管理職・担任だけでなく、関
わりのある教員とも情報共有し、必要に応じて
保護者とも連携して対応をする。
【取組】
○生活指導夕会以外にも、月１回のいじめ・不
登校対策会議を開き、該当児童に対する情報交
換と対応等についての検討した。年度当初から
対策会議と指導を合わせて行ってきたので、必
要に応じて臨時に会議を開いたり、児童の対応
をしたりといった動きがとれた。
【改善策】
●今後も些細な問題にも丁寧な対応を行い、い
じめの早期発見と早期対応に努める。

4

4

4

4

【取組】
〇各学年が年間に１回以上、月1回の校内委員
会を実施するとともに、必要に応じて臨時の校
内委員会を開催し、特別な支援を必要とする児
童の支援体制を検討することができた。
〇今年度は、学校公開と道徳地区公開講座を
各１回実施することができた。どちらも保護者か
らのアンケート回収率をあげるとともにその意見
を今後の指導に役立てることができた。
〇全クラスで研究授業と協議会を実施し、授業
実践を共有して学び合うことができた。
【改善策】
●校内委員会での話を全体で共有する時間（生
活指導夕会）を設ける。また、校内委員会での
決定事項を実践し、後日結果を報告する機会を
設ける。
●主任教諭が主となり、授業改善やICT機器操
作の研修会などOJTを活性化させる。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

4

教員向けアンケートで
「プログラミング学習を
行っている」「クローム
ブックを有効活用してい
る」と回答した教員の割
合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

・児童もタブレットを上手に活用している。
・タブレット端末の有効かつ適切な使用について
校内で研究し続けてください。
・今の時代には必要なことで学べる機会があり、
良いと思う。反面、家庭の中で理解することが難
しい子は、なかなか進まないのではないか。
・何度か授業を参観したが、タブレットや教員用
PCを活用し、授業をしていた。
・コロナ禍で登校に不安がある家庭や学級閉鎖
になってもオンライン授業で受講ができている。
・タブレットの活用は、決まりを作って時間制限な
ども指導していただきたいと思います。（学習以
外の必要な時間）
・一丸となって取り組まれていると評価します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

4
３：
８０％
以上

Ｂ 1

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

4
１：
７０％
未満

Ｄ 0物事を解決する方法や手順を論理的に考え
ていく「プログラミング的思考」を、クロームブッ
クを活用して身に付けさせる授業を実施する。

4

4

【取組】
○外国語指導員が中心となり、ネイティブな英
語に触れながら外国語を使ったコミュニケーショ
ン能力を高めることができた。
【改善策】
●児童の実態を把握している担任が学習の計
画を立て、Ｔ１として進めることで、指導と評価の
一体化が図れると考える。事前に打ち合わせを
して、ネイティブな外国語に触れさせるための１
つのツールとして外国語指導員を有効活用して
いく。
[取組]
〇各学級で電子黒板、書画カメラを活用し、視
覚的な支援や児童の作品の共有に役立てた。
特に一人一台のタブレット端末の活用では、オ
ンライン授業や調べ学習、学級全体での意見交
換、積極的に学習に参加できる環境を設定し
た。
【改善策】
●タブレット端末を活用し、調べた内容を個人で
まとめたり、プレゼンテーションしたりする機会を
設定した。タブレット端末だからこそできる学習
展開を設定して、事前にタブレット端末に組み込
まれたプログラムについて教員間で研修を行
い、有効活用できるようにする。
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